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０
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通
デ
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携
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２．PDM 及び PO（和文案）



 
３
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す
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図
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。

 

４
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期
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モ
ニ

タ
リ
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確
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Plan of Operation(PO) (暫定)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

Joint Coordinating Committee (JCC)  ● ● ● ● ● ● ●

Evaluation ● ●

Activity 0: Project Preparation

0-1 DOTC内の交通データベース管理部局が設
置される。

0-2 交通量調査、プロジェクト実施に必要な予算
が確保される。

0-3 関係機関との連携体制が確立される。

0-4 数値化された成果指標が記載された
PDM1・PO1が作成される。

活動 1: 交通データベースの作成

1-1
交通調査・交通データベース管理に関する
ワークフローを検討し、担当官を対象とした
研修を実施する。

1-2 調査計画を策定し、発注、業務の管理監督
を行う。

1-3 交通調査結果に基づいて交通需要予測モデ
ルを開発する。

1-4 MMUTIS交通データベースを更新する。

活動 2: 公共交通網計画の作成

2-1 公共交通網計画策定に関し、担当官を対象
とした研修を実施する。

2-2 パイロット地域の開発計画など公共交通計
画に必要な諸条件を明らかにする。

2-3 公共交通網代替案を作成し、将来交通需要
を予測する。

2-4 提案された公共交通網の整備戦略を策定す
る。

活動 3: 交通政策に係る調整及び形成

3-1
公共交通網の整備に係る政策課題を抽出
し、その論点を明らかにするとともに対応方
針を策定する。

3-2 関係機関を含む検討委員会を設立し、政策
課題について検討する。

3-3 ステークホルダー会議などを実施し、対応方
針について合意形成を図る。

3-4 検討委員会としての提言を取りまとめる。

活動 4: 定期的なモニタリングと成果の確認

定期的なモニタリングと成果の確認 ● ● ● ● ● ● ●

2013 2014
月

Project Period

年 2011 2012

(                    )   DOTCより提案された交通量調査実施期間（JICA負担のパイロット地域及びDOTC実

施分共）
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ピ
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通
事
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給
状

況
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通
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財

政
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ど
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○
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

1
-
1
-
3

交
通

分
野

支
援

に
お

け
る

本
件

協
力

の
位

置
付

け
○

○
○

質
問

票
/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

1
-
1
-
4

上
位

目
標

に
対

す
る

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

1
-
2
-
1

D
O

T
C

の
現

況
（
原

因
と

対
策

、
受

益
者

の
意

識
）

○
○

質
問

票
/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

1
-
2
-
2

D
O

T
C

の
実

施
体

制
（
組

織
体

制
・
職

掌
・
法

制
度

・
予

算
、

制
約

条
件

等
)

○
○

質
問

票
/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

1
-
2
-
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
に

対
す

る
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

1
-
3
-
1

D
O

T
C

ス
タ

ッ
フ

の
管

理
・
計

画
策

定
能

力
の

現
況

○
○

質
問

票
/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

1
-
3
-
2

D
O

T
C

ス
タ

ッ
フ

の
交

通
計

画
管

理
に

か
か

る
技

術
の

現
況

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

1
-
3
-
3

成
果

に
対

す
る

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

1
-
4
-
1

ル
ー

テ
ィ

ン
業

務
の

現
状

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

1
-
4
-
2

技
術

研
修

・
教

育
計

画
の

現
状

、
確

立
さ

れ
て

い
な

い
技

術
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

1
-
4
-
3

D
O

T
C

に
お

け
る

機
材

の
整

備
状

況
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

1
-
4
-
4

活
動

内
容

に
対

す
る

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

1
-
5
-
1

フ
ィ

リ
ピ

ン
側

投
入

に
対

す
る

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

1
-
5
-
2

日
本

側
投

入
に

対
す

る
要

望
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

1
-
6
-
2

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
に

対
す

る
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

2
-
1
-
1

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

（
組

織
体

制
・
人

員
・
予

算
・
設

備
等

）
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

2
-
1
-
2

問
題

解
決

の
仕

組
み

（
メ

カ
ニ

ズ
ム

）
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

2
-
1
-
3

関
係

機
関

と
の

連
絡

方
法

・
体

制
○

質
問

票
/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

2
-
2
-
1

権
限

・
責

務
の

デ
マ

ケ
・
決

定
権

の
所

在
○

質
問

票
/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

2
-
2
-
2

予
算

申
請

手
続

き
○

質
問

票
/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

2
-
3

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

適
切

な
配

置
2
-
3
-
1

配
置

予
定

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

役
割

・
技

術
レ

ベ
ル

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

2
-
4

投
入

の
保

証

2
-
5

事
業

に
対

す
る

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

有
無

2
-
5
-
1

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
参

加
へ

の
意

欲
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

2
-
6
-
1

技
術

移
転

活
動

に
お

け
る

制
約

要
因

（
O

JT
を

受
け

る
姿

勢
等

）
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

2
-
6
-
2

ス
タ

ッ
フ

の
勤

務
体

制
、

勤
務

態
度

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

2
-
6
-
3

ス
タ

ッ
フ

の
英

語
の

理
解

度
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

3
-
1

上
位

目
標

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

相
手

国
側

の
開

発
政

策
と

の
合

致

3
-
2

日
本

の
援

助
重

点
課

題
・
JI

C
A

国
別

援
助

実
施

計
画

と
の

整
合

3
-
2
-
1

我
が

国
お

よ
び

JI
C

A
の

対
フ

ィ
リ
ピ

ン
国

援
助

方
針

、
国

別
事

業
実

施
計

画
○

資
料

3
-
3
-
1

他
ド

ナ
ー

の
援

助
動

向
○

○
○

質
問

票
、

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

3
-
3
-
2

日
本

の
援

助
実

績
・
内

容
○

○
質

問
票

、
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

3
-
4

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
選

定
の

適
切

性
(1

-
2
-
2
と

同
じ

）

3
-
5

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
と

の
合

致
3
-
5
-
1

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

3
-
6

交
通

分
野

支
援

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
と

の
合

致
3
-
6
-
1

受
益

者
の

交
通

利
用

の
現

状
、

交
通

計
画

実
施

に
伴

う
制

約
・
問

題
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

3
-
7

日
本

の
技

術
の

優
位

性
3
-
7
-
1

日
本

が
保

有
す

る
交

通
計

画
管

理
に

関
す

る
技

術
・
経

験
○

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

必
要

な
デ

ー
タ

調
　

査
　

方
　

法

　 　 実 施 プ ロ セ ス 予 測 妥 当 性計 画 全 体 の 組 立 て

上
位

目
標

の
検

討

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

検
討

成
果

の
検

討

活
動

の
検

討

計
画

策
定

の
プ

ロ
セ

ス
の

把
握

と
問

題
点

の
有

無
2
-
2

評
価

項
目

調
　

査
　

項
　

目

投
入

の
検

討

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

特
定

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
（
他

ド
ナ

ー
や

日
本

の
援

助
）
と

の
整

合

1
-
5

1
-
6

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
仕

組
み

に
係

る
問

題
点

の
有

無
2
-
1

1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

2
-
6

3
-
3

実
施

過
程

で
の

留
意

事
項

、
活

動
を

阻
害

す
る

要
因

の
有

無

情
　

報
　

源

(1
-
2
-
2
と

同
じ

）

(1
-
1
-
1
と

同
じ

）

(1
-
5
-
1
と

同
じ

）

 1
.

 2
.

 3
.
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３．評価グリッド



D
O

T
C

JI
C

A
/

専
門

家
国

内
資

料

4
-
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
お

よ
び

指
標

設
定

の
適

切
性

4
-
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

指
標

の
入

手
手

段
の

適
切

性

4
-
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
と

成
果

の
関

係
の

適
切

性
（
因

果
関

係
）

4
-
4
-
1

D
O

T
C

に
必

要
な

技
術

情
報

の
普

及
方

法
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

4
-
4
-
2

人
事

異
動

の
頻

度
・
可

能
性

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

4
-
4
-
3

そ
の

他
の

想
定

さ
れ

る
外

部
条

件
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

4
-
5

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
の

阻
害

要
因

の
有

無
4
-
5
-
1

想
定

さ
れ

る
阻

害
要

因
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

5
-
1

成
果

の
内

容
お

よ
び

指
標

設
定

の
適

切
性

5
-
2

成
果

指
標

の
入

手
手

段
の

適
切

性

5
-
3

成
果

の
指

標
と

投
入

の
関

係
の

適
切

性
（
因

果
関

係
）

5
-
4

活
動

の
為

の
投

入
の

量
と

質
の

適
切

性

5
-
5

投
入

の
タ

イ
ミ
ン

グ
の

適
切

性
5
-
5
-
1

P
la

n
 o

f 
O

p
er

at
io

n
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

5
-
6

成
果

に
影

響
を

与
え

る
外

部
条

件
の

有
無

5
-
6
-
1

想
定

さ
れ

る
外

部
条

件
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

5
-
7
-
1

無
償

資
金

協
力

や
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

・
コ

ス
ト

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

5
-
7
-
2

民
間

会
社

（
国

内
外

含
む

）
の

活
動

内
容

・
技

術
力

・
制

約
要

因
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

5
-
7
-
3

考
え

ら
れ

る
機

材
の

他
の

調
達

先
・
コ

ス
ト

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

6
-
1

上
位

目
標

の
指

標
の

適
切

性

6
-
2

上
位

目
標

の
指

標
入

手
手

段
の

適
切

性

6
-
3
-
1

他
の

交
通

関
連

部
門

（
道

路
建

設
等

）
と

の
連

携
に

関
す

る
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

6
-
3
-
2

用
地

買
収

、
住

民
移

転
の

有
無

、
現

状
、

背
景

、
対

策
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

6
-
3
-
3

そ
の

他
想

定
さ

れ
る

阻
害

要
因

、
外

部
条

件
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

(4
-
4
-
1
と

同
じ

）

6
-
4
-
2

近
隣

諸
国

へ
の

技
術

普
及

の
可

能
性

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

6
-
5
-
2

そ
の

他
想

定
さ

れ
る

社
会

経
済

面
で

の
影

響
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

6
-
6
-
1

交
通

利
用

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

問
題

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

6
-
6
-
2

交
通

利
用

に
関

す
る

地
域

間
格

差
の

有
無

○
○

質
問

票
/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

6
-
6
-
3

社
会

的
階

層
・
民

族
の

違
い

に
よ

る
交

通
利

用
の

違
い

の
有

無
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

7
-
1
-
1

上
位

目
標

達
成

に
対

す
る

政
府

か
ら

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

7
-
1
-
2

交
通

部
門

の
民

間
活

力
活

用
に

関
す

る
政

府
方

針
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

7
-
2

組
織

・
財

政
面

か
ら

見
た

事
業

継
続

の
見

込
み

7
-
2
-
1

予
算

確
保

、
財

政
支

援
の

継
続

に
対

す
る

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

7
-
3
-
1

人
員

配
置

の
現

状
と

計
画

○
○

質
問

票
/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

7
-
3
-
2

組
織

内
の

技
術

普
及

の
仕

組
み

○
○

質
問

票
/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

7
-
3
-
3

離
職

者
の

割
合

・
理

由
○

○
質

問
票

/
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

7
-
4
-
1

資
機

材
の

維
持

管
理

状
況

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

7
-
4
-
2

解
析

ソ
フ

ト
等

の
調

達
市

場
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

7
-
5

社
会

･文
化

・
環

境
面

か
ら

見
た

自
立

発
展

性
の

阻
害

要
因

7
-
5
-
1

社
会

・
文

化
・
環

境
面

か
ら

み
た

阻
害

要
因

の
有

無
○

○
○

ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
、

資
料

7
-
6

実
施

機
関

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
見

込
み

7
-
6
-
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

の
意

向
（
他

国
・
他

地
域

へ
の

技
術

移
転

な
ど

）
○

○
ｲ
ﾝ

ﾀ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ

調
　

査
　

方
　

法
評

価
項

目
調

　
査

　
項

　
目

必
要

な
デ

ー
タ

情
　

報
　

源

自 立 発 展 性イ ン パ ク ト有 効 性 効 率 性

4
-
4

(1
-
1
-
1
～

4
と

同
じ

）

(1
-
3
-
1
～

3
と

同
じ

）

(1
-
3
-
1
～

3
と

同
じ

）

(1
-
4
-
1
～

4
と

同
じ

）

外
部

条
件

の
有

無
、

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性

(3
-
6
-
1
と

同
じ

）

相
乗

効
果

・
波

及
効

果
の

有
無

5
-
7

よ
り

低
コ

ス
ト
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
・
成

果
を

達
成

す
る

方
法

の
有

無

6
-
3

上
位

目
標

を
達

成
す

る
阻

害
要

因
や

外
部

条
件

の
有

無

(1
-
1
-
1
～

4
と

同
じ

）

7
-
4

6
-
4

6
-
5

6
-
6

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・
民

族
・
社

会
的

階
層

の
違

い
に

よ
り

、
異

な
る

正
負

の
影

響
の

有
無

政
策

・
制

度
面

か
ら

見
た

事
業

継
続

の
見

込
み

技
術

の
定

着
・
普

及
の

見
込

み

7
-
1

7
-
3

資
機

材
の

維
持

管
理

に
関

す
る

見
込

み

(1
-
2
-
1
～

3
と

同
じ

）

(1
-
2
-
1
～

3
と

同
じ

）

(1
-
2
-
1
～

3
と

同
じ

）

(1
-
3
-
1
～

3
と

同
じ

）

上
位

目
標

以
外

の
効

果
・
影

響
（
社

会
経

済
面

な
ど

）
の

有
無

 4
.

 5
.

 6
.

 7
.
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Capacity Development  

for Integrated National Transport Planning and Management in the Philippines 

Questionnaire 
(Note: The questions in this questionnaire are not grouped by organization. Moreover, the DOTC should 
review the questionnaire and make the necessary revisions, as well as make appointments with the target 
agencies. The interview will be carried out by a member of the JICA Study Team together with a DOTC 
counterpart.) 
 

[Clarification on the Original Request from DOTC and JICA’s Counterproposal] 

Q1. Clarification on the original request from DOTC 

(1) Component 1: Development of a National Policy Framework on Integrated National Transport 

Planning and Management  

Q1-1. Is there any commitment for an integrated national transportation planning and management 

among the organizations? If yes, please indicate the name of the contact person: 

Yes (Name of contact person:                  ),   No 

 

Q1-2. What functions and responsibilities are expected from the DOTC with regard to the 

proposed national framework? 

  

                                                                          

 

(2) Component 2: Development of a Transportation Data Infrastructure. A uniform management of 

transportation data and information will be useful to ensure effective transportation planning and 

policy development. In this regard, please provide the DOTC’s initial thoughts on the following: 

Q1-3. Location for the database center: In DOTC or elsewhere.. 

                                                                          

 

Q1-4. Establishment of the center: As a new agency or as an attached agency to an existing 

organization? If the latter, please identify organization. 

                                                                          

 

Q1-5. Budgeting for the center’s operation and maintenance as well as for updating the database. 

                                                                          

 

Q1-6. Need for a traffic database: If there’s a current need for it, please describe the organization 

requesting the database and its purpose. 

Yes (Organization and Purpose:                                         ) 

No 
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４．質問票及びインタビュー結果

　　＜４－１＞



 
 

(3) Component 3: Development of an Integrated National Transportation Planning Database  

Q1-7. Indicate the status of utilizing of GIS, RS and GPS in current DOTC activities, if any. 

Yes    No (Not introduced yet) 

                                                                          

                                                                          

(4) Component 4: Development of a Spatial Decision Support System (SDSS) for Integrated National 

Transportation. In order to establish the database, a considerable amount of money will be required 

to set it up and regularly update its contents. Therefore, an analysis of the system’s cost–benefit ratio 

should be done.  

Q1-8. Indicate the justification or feasibility of the system. 

                                                                          

                                                                          

                                                                          

 

Q2.  DOTC’s Opinions about the following counterproposals of JICA (issued in October 2010): 

(1) JICA’s proposed project outline. 

                                                                                

                                                                                

                                                                                

(2) Possibility of cost sharing with the DOTC to implement the Cordon Line and/or Screen Line 

Survey. 

                                                                                

                                                                                

                                                                                 

(3) Possible project components which can be excluded in case the cost sharing proves difficult. 

                                                                                

                                                                                

                                                                                

(4) Pilot area for formulating a regional public transportation master plan and the basis for selecting it. 

If there are several candidate areas, please indicate all together with the reasons for selecting them. 

                                                                                

                                                                                

 

(5) Assigning full-time counterpart/s for this Project and collaborating with the UP National Center for 

Transportation Studies to implement this Project. 
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[Basic Information] 

Q3. Policies and development plans which will be referred to during project implementation. Please indicate 

the titles of plans and provide a brief outline, as shown in the table below. Please provide copies of the 

documents or information on how to obtain them.  

 
Title of Plan/Document Year Executing 

Agency 
Outline/ Relevance to the Project  

National Transport Policy and Planning  DOTC  
Development of Mega Manila Public 
Transportation Planning Support System 

 MMDA  

Comprehensive Integrated Infrastructure 
Program (CIIP) 

 NEDA  

    
    

Note: Please add to the list above 

 

 

Q4. Existing problems and issues in the public transportation system in Metro Manila and its adjacent 

provinces. 

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

 

Q5. Information on transportation laws and regulations, particularly on planning and O&M of urban public 

transportation systems, including those on PPP schemes and fares.  

Name of Laws and 
Regulations 

Year Issued Issued by Summary of main contents Remarks 

     
     
     

 

 

Q6. Status of utilization of the transportation database developed in past JICA studies and projects, 

particularly the MMUTIS database, as well as those developed in projects funded by the government 

and other funding institutions such as the WB and ADB. 

Status of Utilization 
Name of the 

Study /Project 
Type of Traffic Data Organization 

Utilize 
Database  

Name of Study or 
Project 

Year Purpose  

     
     
     

MMUTIS 

     
      
      
      

 

 

Please see 
attachment  
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Q7. Typical flow of developing transportation systems in the Philippines. Please revise the table below 

according to the actual procedures in the Philippines. 

 Typical Flow of Public Transportation System Development in the Philippines 

Stage 
Responsible 
Organization 

Related Law, 
Regulation, or 

Guideline 

Outline of Major Activity and 
Existing Issue 

1 Identification of the Project    
2 Preliminary Study    
3 Planning Application    
4 Detailed Study    
5 Planning Approval    
6 FS Preliminary Design    
  Evaluation    
  Assessment    
7 Project Approval    
8 Budget Allocation    
9 Detailed Design     
10 Implementation    

 

 

Q8. Typical flow for PPP projects. Please use the table form shown in Q7. 

Stage 
Responsible 
Organization 

Related Law, 
Regulation, or 

Guideline 

Outline of Major Activity and 
Existing Issue 

1 Identification of the Project    
2 Preliminary Study    
3 Planning Application    
4 Detailed Study    
5 Planning Approval    
6 FS Preliminary Design    
  Evaluation    
  Assessment    
7 Project Approval    
8 Budget Allocation    
9 Detailed Design     
10 Implementation    

 

Q9. Economic and urban development trend in Metro Manila and adjacent provinces  

Population Growth by Municipality 
Growth Rate  Name of 

Municipality 
Area 

(km2) 
1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2030 

Past Future  
             
             
             
             

 

Q10. Please provide necessary data and information on the existing and future developments in the pilot area 

such as land use, existing transportation network, and urban development, etc. (If you have several 

candidate areas, please provide for all.) 
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[Information on Public Transportation System] 

Q11. Existing public transportation system in Metro Manila and its adjacent province 

(1) Please provide public transportation network map. 

                                                                                 

 

(2) Outline of the public transportation system including committed projects, mainly for rail 

transportation. Please summarize in the table form; 

Name of 
System 

Year of 
Operation 

Origin Destination Length 
(Km) 

Operating 
Agency 

Number of 
Passengers 
(per year) 

Remarks 

LRT-1        
MRT        
LRT-2        
LRT-2 Ext (2015?)     (estimate)  
        
        
        

Note: Please change the information provided in the rows above. 

 

[Transportation data and information] 

Q12. Please explain the current management of the MMUTIS Traffic Database in terms of organization, 

facility, accessibility to the database, frequency of updating, as well as financial constraints. 

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

 

Q13. Current management of other traffic data and information, such as: 

- Vehicle registration (commercial, private and others);  

- Road traffic census data; 

- Operation of public transportation systems (e.g., passenger data and information, frequency of 

operation, revenue and expense, etc.); and  

- Data and information obtained by other studies. 

 

Please summarize by organization. 
Organization  Type of Traffic Data Status of Updating 

(Yearly, monthly, 
daily) 

Accessibility to the 
database 

Remarks 

DPWH Traffic Census Data?  Twice a Year?   
DPWH TCC Traffic Volume? Daily?   
MOT-     
MOT-     
MOT-LRTA     
MMDA     
     
     
     

Note: Information in the table can be changed.  
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[Information on the Counterpart Agencies] (DOTC, NCTS) 

Q14. Please provide the latest organization structure and resources of the DOTC. 

(1) Latest organization chart 

(2) Resources: Number of staff (e.g. managers, engineers, assistants, administrative support, etc.), 

annual budget, others. 

                                                                                    

                                                                                    

 

Q15. Detailed information on all candidate counterpart personnel in the DOTC 

 
Name Section Position Educational 

Background 
Working Experience 
in the Transportation 
Sector 
(year) 

Major Project Involvement 

1.      
2.      
3.      
      
      
      

Note: Please exclude assistants. 

 

Q16. Latest information on the organization and resources of the NCTS 

(1) Latest organization chart and number of researchers by section; 

(2) Detailed information on the researchers who will be involved in the project; 

(3) Working experience in transportation planning and transportation surveys; 

(4) Existing facilities and equipment (including computer software for transportation analysis); and 

(5) Availability of counterpart fund and possible undertaking of the project.  

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

 

[Other Information] 

Q17. Information on the activities of other international donors in the urban transportation sector in the 

Philippines. 

(1) World Bank 

- List of the studies and projects in the urban transportation sector;  

- List of transportation and traffic-related database obtained in the studies and projects; and 

- Committed and planned studies and projects in the sector. 

(2) ADB 

- List of the studies and projects in the urban transportation sector;  

- List of transportation and traffic-related database obtained in the studies and projects; and 

- Committed and planned studies and projects in the sector. 
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(3) Aus-Aid 

- List of the studies and projects in the urban transportation sector;  

- List of transportation and traffic-related database obtained in the studies and projects; and 

- Committed and planned studies and projects in the sector. 

- Follow up of the National Transport Policy and Planning (NTPP)                                                                          

                                                                                

Q18. Local resources (individuals and firms) for the traffic survey 

Shortlist of reliable individuals and firms with experiences in carrying out transportation studies and 

surveys. 

 

Name of Firm 
Address, Tel No., 
Contact Person 

Year 
Established

Paid-up Capital 
No. of Staff by 

Profession 
Major Project 
Involvement  

A      
B      
C      
      
      

 

 

Thank for your cooperation.  
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Questionnaire for Candidate Counterpart Personnel 
 
1. Name: ________________________________________________________________________________ 

 
2. Gender:  Male ____ Female ____   Age: ____ 

 
3. Current Position: ________________________________________________________________________ 

 
4. Education: 

Dates Attended 
From To 

Name and Location of 
Institution of Learning 

Academic Degrees and 
Certificates or Diplomas Obtained Main Field of Study

     
     
     
     
     
     
Note: Name all educational institutions and apprenticeship attended since age 15. Under "Degrees", please give the original full 
title of each degree with equivalent in English when necessary. 

 
5. Work Experiences  

a. Do you have any experience of traffic surveys?  
Yes __   No __ 
If yes, how many projects? _____ 

How long?  _____ years  
Type of Traffic Survey (plural answers are accepted):  
(1) Traffic Count    (2) Roadside Interview    (3) Home Interview    (4) Others: ________________ 
Responsibility (plural answers are accepted): 
(1) Survey Planning    (2) Supervision    (3) Interview    (4) Enumeration 

  
b. Do you have any experience in traffic demand forecasting? 

Yes __   No __ 
If yes, how many projects? ____ 

What kind of computer software do you employ for the analysis? (plural answers are accepted): 
(1) STRADA    (2) CUBU  (3) EMME2or3 (4) Others 

If no, do you have basic knowledge of traffic demand forecasting? Yes ___  No ___ 
   

c. Do you know about the MMUTIS traffic database? 
Yes ___   No ___ 
If yes, do you have any experience in analyzing or updating the database?  
Yes (Analysis or Updating)      No ___ 

 
d. Do you have any experience in public transportation planning? 

Yes ___   No ___ 
If yes,  please indicate the projects you were involved in and your responsibilities:  

Name of Project Responsibility1 
  
  
  
  
1 Choose from the following:  1: Project Management   2: Planning (network, system, alignment, etc)  
 3: Engineering  4: Traffic Analysis (including forecasting) 5: Evaluation 
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カウンターパート候補者への質問票の回答まとめ 

 
１．回答数：16 人分 
  Planning Service: 1 人 
  Road Planning: 8 人 
  Rail Planning: 7 人（注：Mr. Penafiel は人事部より入手したプロファイルより作成） 
 
２．専門性 
回答者全員学部卒と回答した。 
合計：学部卒（文系 10 人、理系 6 人）、修士卒（文系 3 人、理系 1 人） 
  Planning Service: 理系 0、文系 1（うち MBA1 人） 
  Road Planning:  理系 5（土木工学）、文系 3（経済学ほか） 
  Rail Planning:   理系 6（土木工学）（うち文系修士 3 人、理系修士 1 人）、文系 1 
 
３．交通調査経験 
回答者全員が交通調査経験があると回答した。 
  Planning Service: 1 人 
  Road Planning: 8 人 
  Rail Planning: 6 人 
 
４．交通需要予測経験 
16 人中 9 人が交通需要予測の経験があると回答した。 
  Planning Service:1 人 
  Road Planning: 5 人 
  Rail Planning: 3 人 
 
５．ソフトウェア利用歴 
STRADA、CUBE その他のソフトの利用歴があった。 
  STRADA：4 人 
  CUBE：2 人 
  EMME2or3：0 人 
  Others（Crystal Ball, Tranplan 各 1 人） 
 
６．MMUTIS Database 
15 人中 14 人が知っていると回答した。 
 

－101－

　　＜４－４＞



７．データベースに関する経験 
データベース分析経験：2 人（Road, Rail 各 1 人） 
データベース更新経験：0 人 

 
８．公共交通計画経験 
回答者全員が公共交通計画の経験があると回答した。 
  Planning Service:1 人 
  Road Planning:8 人 
  Rail Planning: 6 人 
 
プロジェクト名は次の通り（括弧記載なしは 1 人）。 
・ MMUTIS（4 人） 
・ Mega Manila Public Transport and Planning Support System（3 人） 
・ Development of Public Transport Study for Metro Cebu（3 人） 
・ Metro Manila Urban Transport Development Project (UTDP)（2 人） 
・ Ranay Rail Study（3 人） 
・ Mindanao Rail Study（2 人） 
・ Sebu MRT（2 人） 
・ SIRNMM（2 人） 
・ Metro Manila Skyway 
・ Metro Manila Railway Planning 
・ Transport Policy Formulation Study (TRAPOLI)  
・ National Transportation Planning Study (NTPS) 
・ Region V Inter-Urban PT Improvement Study 
・ Region VI +VII Inter-Urban PT Improvement Study 
・ MRT Line 2 Project (Implementation only) 
・ LRT2, MRT4, MRT7, MRT8 
・ PNR Rehabilitation 
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総合交通計画管理能力向上プロジェクト詳細計画策定調査 面談議事録 
Project for Capacity Development on Transportation Planning and Database Management  

Records of Meeting 
1. 日 時

Time 
February 14, 2011 16:45 – 18:00 

2. 場 所

Place 
DOTC 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

George D. Esguerra (Asec for Planning) 
Eleuterio C. Galvante, Jr  (Project Manager II) 
Arnel Manresa (Road Transportation Planning) 

3. 出席者 
attendance 

Japan Side 
日本側 

島田専門家、高木 

4. 主要議題 
 Topics  

表敬、DOTC の取組み方針 

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) パイロット地域について 
 現在、LRT2 号線の東側延伸については JICA 調査が開始されている。LRT1 号線につい

てはプロジェクトの開発権を持つシストラが詳細な交通調査を実施している。また、

LRT7 号線については、交通需要予測が必ずしも信頼があるとは言えないが、調査は完了

し民活で事業化が進んでいる。 
 次の課題は、LRT2 号線と PNR の結節である。Tutuban で結節するために LRT2 号線の

西側への延伸が重要と考える。 
 LTR2 号線西側への延伸の為に、マニラ市を対象として詳細な交通調査と公共交通の再編

の検討を JICA に要請したい。 
 

(2) 交通調査の費用負担について 
 フィリピン側が負担する交通調査費用については、まだ準備していない。 
 財源は、自動車登録税から調達するので問題ない。但し、時期については現段階では明言

できない。 
 高木の方で、至急、マニラ市を対象とした調査と MMUTIS 地域を対象とした交通調査に

ついて、現地コンサルタントの見積りを取り、日本側との費用負担について再度協議をす

る。 
 

(3) プロジェクトの活動内容について 
 DOTC では、公共交通計画に必要な交通データベースを管理する部局を新たに設置する

予定である。 
 今回のプロジェクトは、この新しい組織を対象として CD をやってもらいたい。 
 DPWH（国道データベース）や TRB（自動車登録データベース）、MMDA（メトロマニ

ラ交通量データ）など関連機関と連携する予定である。 
 活動内容については、①マニラ市における交通調査に基づく、交通需要モデルの更新技術

の移転（DOTC により MMUTIS 全域の更新を実施する）②（その他の具体的な活動に

ついては、本日は時間がなく次回に議論する） 
 公共交通網の計画については、現在メガマニラを対象として「メガマニラ公共交通計画支
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援システム調査」を DOTC の費用で NCTS に発注し、調査中である。今年の 4 月ごろに

最終報告書が提出される予定である。（今回のプロジェクトでは、公共交通網の計画につ

いては必要ない） 
 

(4) カウンターパートについて 
 上述のとおり、本件は DOTC に新たに設置される組織を対象として実施してもらいたい。 

 
 

以上 
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総合交通計画管理能力向上プロジェクト詳細計画策定調査 面談議事録 
Project for Capacity Development on Transportation Planning and Database Management  

Records of Meeting 
1. 日 時

Time 
February 14, 2011 13:00 – 13:45 

2. 場 所

Place 
DOTC 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

George D. Esguerra (Asec for Planning) 
Rafael E. Penafiel  (Rail Division) 
Corazon R. Japson (Road Division) 

3. 出席者 
attendance 

Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

DOTC の取組み方針について 

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) PPP プロジェクトの取組みの現状 
 MRT/LRT 共通チケット導入プロジェクト 
 MRTLine2 東側延伸事業 
 LRT-1 の運行と維持管理の民営化事業 
 MRT-3 号線の運行と維持管理の民営化事業 
 LRT-1 号線南延伸事業 
の概要について説明を受ける。 
入手資料： DOTC Infrastructure Philippines 2010 
  Outline of MRT-7 project 
  Updates on DOTC PPP project 
 

(2) 公共交通計画データベースとカウンターパートについて 
 新しい組織（Unit）を設置する 
 新しい組織とプロジェクトのために DOTC のビルの中にスペースを確保する。 
 新しい Unit にはデータを管理する専属の職員を配置する。 
 データを利用した検討や分析は、関係部局の職員が行う。今回の JICA プロジェクトは陸

上交通を対象としているので、道路部と鉄道部をカウンターパートとして配置する。 
 

(3) 交通データベースを利用した活動としては、次のものを考えている。（技術移転の対象） 
 交通需要予測 
 経済分析 
 環境評価 
 ネットワークの検討分析 
 各種交通政策の検討分析（ミクロ分析） 
 GIS の適用についての検討（GIS を対象としていないことを説明） 
 

(4) 解析ソフト 
 DOTC では現在 STRADA-V3 と CUBE を利用している。 
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 プロジェクトでは、STRADA の最新バージョンと公共交通のミクロ分析が可能なソフト、

統計解析ソフトなどが必要と考えている。 
入手資料：Development of Mega Manila public Transport Planning Support System (プロ

グレスレポート) 
 

(5) 質問票の説明と回答依頼 
 道路部の Corazon さんが取りまとめ役。 

以上 
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総合交通計画管理能力向上プロジェクト詳細計画策定調査 面談議事録 
Project for Capacity Development on Transportation Planning and Database Management  

Records of Meeting 
1. 日 時

Time 
February 14, 2011 14:00 – 15:00 

2. 場 所

Place 
TTPI (Transport and Traffic Planners (コンサルタント)) 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Nabor C. Gaviola (President) 
Dr. Hussein S. Lidasan (Vice President) 3. 出席者 

attendance 
Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

交通調査、交通計画業務経験、見積り依頼 

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) TTPI、交通調査、交通計画の専門家を中心として 2003 年に設立された。 
(2) JICA 調査をはじめ世銀などの国際機関や DOTC など比国政府から、多くのプロジェクトを

受注している。 
(3) 現在、ADB のプロジェクトでダバオの都市交通計画調査に参加しており、PT 調査を実施し

ている。 
(4) LRT1 号線や MRT7 号線、LRT2 号線などの交通調査、需要予測を担当しており、MMUTIS

データベースを利用している。解析ソフトとして、CUBU や JICA-STRADA も利用してい

る。 
(5) マニラ市での PT 調査、コードンライン、スクリーンライン調査、MMUTIS 調査対象地域で

の交通調査について概算の見積りを依頼する。（今週中に回答） 
 
入手資料：会社概要、業務実績 

以上 
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総合交通計画管理能力向上プロジェクト詳細計画策定調査 面談議事録 
Project for Capacity Development on Transportation Planning and Database Management  

Records of Meeting 
1. 日 時

Time 
February 14, 2011 10:00 – 12:00 

2. 場 所

Place 
DPWH (Department of Public Works and Highways) 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Mr. Kazumasa ATARASHI (Advisor from JICA) 
Ms. Genota (Project Evaluation Division) 
Infrastructure Planning Research Division 

3. 出席者 
attendance 

Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

DPWH のデータベースについて 

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) DPWH では、全国の国道約 3 万ｋｍ（1 級国号約 15,000km、2 級国道約 15,000km）を対

象として、道路・橋梁データベース、交通量データベース、交通事故データベースを作って

いる。 
(2) 道路・橋梁データと交通量データは、Arc-GIS v8.1 を使っている。DPWH－ATRIS として

Web サイトに載せている。（但し、Web では GIS は見られない） 
(3) 交通事故データは、TARAS(Traffic Accident Recording and Analysis System) と呼ばれる

ものでデータベース化されている。（ADB のプロジェクトで整備） 
(4) 関連データは、District Office で収集されたものが Regional Office に集められ、本部の

Infrastructure Planning Research Division に送付される。データのやり取りは、DPWH の

イントラネットが使われている。   
(5) 現在、DOTC とデータの共有はしていない。 
(6) マニラ首都圏内の国道についても、交通データを収集している。毎年、1 週間データ、4 半

期に 1 回 24 時間交通量などを測定している。マニラ首都圏では、DPWH 以外に MMDA で

も交通量を観測している。 
 
入手資料：2010 年交通データ 

以上 

－108－



総合交通計画管理能力向上プロジェクト詳細計画策定調査 面談議事録 
Project for Capacity Development on Transportation Planning and Database Management  

Records of Meeting 
1. 日 時

Time 
February 18, 2011 10:00 – 12:00 

2. 場 所

Place 
NCTS (National Center for Transportation Study) 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Dr. Jose Regin F. Regidor (Director) 
Dr. Ricardo G Sigua (Professor)  3. 出席者 

attendance 
Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

MMTIS Database、メガマニラ公共交通計画支援調査  

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) MMUTIS Database について 
 MMUTIS Database は首都圏におけるほとんど全ての交通計画（道路、公共交通）の基

礎となっており、非常に役立っている。NCTS は、そのデータを管理している。 
 主なユーザーリストを整理して送付する。 
 Database の更新は、主にプロジェクトベースで行われており、MMUTIS Database の全

体についての更新は行っていない。経済指標や車両データなど交通データ以外のものは、

各関係機関において更新されている。 
(2) メガマニラ公共交通計画支援調査について 

 本調査は、メガマニラ地域の公共交通、特にバス交通とジプニー交通の情報など、公共交

通計画支援システム（データベース）の基礎情報を収集することを目的としたものである。 
 当初、バスとジプニーの全路線 

(3) 交通解析ソフトについて 
 本調査では、CUBE を使っている。 
 CUBE は DOTC にも配っており、研修も実施されている。 

(4) 交通調査費用の見積もり依頼 
 
入手資料：メガマニラ公共交通計画支援調査報告書（インセプション、プログレス） 

以上 
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Records of Meeting 
1. 日 時

Time 
February 22, 2011 9:00 – 10:00 

2. 場 所

Place 
Aus-AID のコンサルタント 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Mr. Preben Nielsen 
3. 出席者 
attendance 

Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

National Transport Policy Framework について  

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) 「National Transport Policy and Planning Study」は 2009 年 2 月に完了した。 
(2) 本調査は、全ての交通手段を対象として、大きく 3 つの分野について調査分析をしている。 

  
(3) DOTC に関連する内容は、RA008-02「Formulating a National Transport Plan」に整理されて

おり、主なアウトプットは  
 National Transport Policy Framework (NTPF) 
 National Transport Plan (NTP) 
 Draft Transport Policy Act (TPA) 
 DOTC capacity building and organizational restructuring 

(4) DOTC の現在の人材について：若い人材が少なく新しい取り組みへの対応能力が低いとの感

想。 
(5) Aus-AID は、現在 DPWH に対して「Philippines Provincial Roads Management Facility」を

実施している。プロジェクトの内容は、DPWH の道路維持管理能力の強化を目的として

HDM4 の利用促進を図るものである。現在、DPWH では GIS ベースのシステムがあるが、

データのアップデイトが十分に行われていない。特に、道路現況データは 2006 年から更新

されていない。（DPWH でのヒアリングの内容と少し異なっている） 
 
入手資料： National Transport Policy Framework -Executive Summary 
  Draft Transport Policy Act 
  （最終報告書一式 Aus-AID より JICA 事務所に提出済） 

以上 
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Records of Meeting 
1. 日 時

Time 
February 22, 2011 11:00 – 12:30 

2. 場 所

Place 
Word Bank 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Mr. Christopher T. Pablo (Senior Operation Officer – Transportation) 
3. 出席者 
attendance 

Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

都市交通、公共交通分野における世銀の取組み 

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) 世銀では、現在 DPWH に対して「National Road Improvement and Management Project – 
Phase II」を実施している。 

(2) 公共交通プロジェクトとしては、セブ市で BRT の FS 調査を実施しているが、延長が 14km
程度と短いので採算性などの問題がある。 

(3) メトロマニラでは、C5 に BRT の提案があるが、民間ベースの提案で、世銀への要請はない。 
(4) MMUTIS データベースは、過去に世銀が実施したプロジェクトにおいても需要予測のベース

となっており、非常に役立っている。MMUTIS のデータベースが更新されれば、世銀として

も首都圏の交通プロジェクトについて再評価する機会が得られると思う。世銀としても、何

らかの形で連携したいと思うので、内部で検討する。 
(5) DOTC の人材育成については、DOTC だけでなく MMDA、DPWH、NEDA と連携した活動

がより効果的ではないか。DOTC だけでは、首都圏の交通計画を検討することが出来ない。 
(6) フィリピン国では、公共交通網の整備が必要とされる市レベルの都市が 15 あり、公共交通

に係る能力の向上は、これらの LGU にも波及することが期待される。LGU を巻き込んで行

くことも必要ではないか。 
(7) 政府では、PPP 政策を推進しようとしているが、具体的な戦略が描かれていない。特に、制

度面での整備が遅れている。フィリピンでは投資リスクが高く、どの様な政府保証を取り付

けるかが投資家の課題となっている。また、これまでの PPP 案件は民間からの提案が中心で、

政府として計画されたものでない。そのため、対応がその場的であり、他のプロジェクトと

の調整もない。政府が総合的な計画を策定し、制度的な対策などを十分に検討した上で、民

間におろして行くべきでないか。 
 

 
入手資料： （特になし） 

以上 
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1. 日 時

Time 
February 23, 2011 10:00 – 12:00 

2. 場 所

Place 
LTFRB (Land Transportation Franchising and Regulatory Board) 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Mr. Samuel Juliou B. Garcia (Board Member) 
Ms.Nida P. Quibic (Chief, Management Information Division) 3. 出席者 

attendance 
Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

LTFRB の活動内容とデータベース 

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) LTFRB は、バス、ジプニー、PUB(Public Utility Bus)、スクールバス、観光バス、タクシー

など全ての商用を目的とした車両の業務許可証を発行している。なお、車両の登録やナンバ

ープレートは、LTO（Load Transpiration Office）の業務となっている。 
(2)  全ての登録データは、コンピュータで管理されており、毎日更新されている。MID

（Management Information Division）がデータを管理しており、現在 21 名のスタッフがい

る。 
(3) 現在、NCTS で実施している「メガマニラ公共交通計画支援システム調査」においても中心

的な役割を果たしており、商業車両登録のデータベース化や路線認可のためのデータベース

の構築を進めている。実施時期等についてはこれから。 
(4) 路線認可への適用にあたっては、DOTC の計画部門で道路別の承認件数や混雑状況などを勘

案して新規路線認可のガイドラインを決め、LTFRB がそれを実施することになる。Technical 
Evaluation Division が申請された運行内容について審査する。LTFRB の端末において、ネッ

トワークとその内容が GIS ベースのデータベースで検証できるシステムを考えている。 
(5) このほかに、LTO や MMDA とのデータベースの共有について現在検討しているところであ

る。特に、MMDA では LTFRB のデータベースを共有することにより、違反車両の取締りを

強化し、交通の秩序と安全を確保することに役立つ。LTO とのデータ共有についても、パイ

ロット的に実施しているが、本格的に実施するまでに至っていない。政治体制が代り、新た

な方針を待っているところである。 
(6) MMUTIS データベースは LTFRB においても重要なものであり、それが更新されればより信

頼のおける許認可業務を行うことができる。 
 
入手資料： LTFRB－Briefing Kit 

以上 
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1. 日 時

Time 
February 28, 2011 12:00 – 12:30 

2. 場 所

Place 
DPWH (Department of Public Works and Highway)  

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Ms. Maria E. Cabral. (Assistant Secretary for Planning) 
Mr. Kazumasa Atarashi (JICA expert)  3. 出席者 

attendance 
Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

プロジェクトの概要説明と DPWH との連携 

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) 高木より本プロジェクトの目的や活動内容について説明。カブラル次官補より以下のコメン

トと要望があった。 
(2) MMUTIS は DOTC だけでなく DPWH、MMDA、NEDA などが協力して実施したプロジェク

トであり、DPWH としても積極的に参加していきたい。 
(3) DPWH では、MMUTIS の結果を使って、MMUTRIP（Metro Manila Urban Transportation 

Integration Project-WB）を実施している。DPWH としてはこの様なプロジェクトを全国で実

施したい。世銀と本プロジェクトにおいてもメトロマニラや周辺地域だけでなく、全国をベ

ースにした取組みが検討できないか？（高木より、今回のプロジェクトは MMUTIS 調査地域

を対象としていること、パイロット地域としてマニラ市を対象とすることについて説明） 
(4) DPWH 内においても STRADA を使って交通需要予測などの能力を身につけさせる努力をし

ており、本プロジェクトにおいてもカウンターパートを派遣したい。DPWH の職員にとって

より効果的なトレーニングができるように、活動内容についても配慮してもらいたい。（LRT
などの軌道系公共交通だけでなく、一般交通や道路網を対象とした検討や交通管理など。） 

(5) 次官補自身は、JCC メンバーとして参加する。 
 
入手資料： なし 

以上 
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Records of Meeting 
1. 日 時

Time 
March 1, 2011 10:00 – 11:30 

2. 場 所

Place 
PNR (Philippine National Railways)  

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Mr. Edgardo Remonte (Assistant General Manager for Planning) 
Mr. Estelito A. Nierva (Department Manager) 
Mr. Ferdinand I. Caberto (Rail Transportation Planning, DOTC)  

3. 出席者 
attendance 

Japan Side 
日本側 

高木, 今井 

4. 主要議題 
 Topics  

PNR の運行実績、TUTUBAN 駅の現状 

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) PNR 通勤線は、Tutuban から南の Alabang までの約 28.09km 間を中心に運行している。数

本の列車がさらに南の Binan（Tutuban から 39.76km）まで運行されている。Alanang まで

は複線であるが、以南は単線である。 
(2) Alabang までは、一日往復で 40 本運行しており、一日の乗客数は平日で約 40 千人程度、週

末で 25 千人程度となっている。その内、Tutuban 駅での乗客は約 3 千人前後である。将来

には、50 本まで増便する予定。踏切が多く、運行速度は 60km/h までとなっている。 
(3) Tutuban 駅は、現在の駅と隣接する Tutuban センター（商業施設）を含む地区が PNR 用地

となっている。また、線路に隣接する土地は倉庫として民間に貸与されている。Tutuban セ

ンターの投資会社（ロビンソン）は、PNR 用地の全体の再開発計画を持っている。（具体的

にはなっていない） 
(4) LRT2 号線を延伸（Recto 通り）した場合、Recto 通りに駅を設けると現在の PNR の駅とは

約 500m の距離がある。 
(5) 乗客数のデータは毎日集計されているが、駅間 OD などのデータはない。切符の発券は、外

部に委託し、マニュアルで行われている。 
(6) 今回の JICA－DOTC のプロジェクトには、参加したい。 

 
入手資料： 運行表、2011 年 1 月乗客数と収入 
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1. 日 時

Time 
March 2, 2011 9:00 – 9:30 

2. 場 所

Place 
ADB 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Mr. Jeffrey M. Miller (Principal Transport Specialist )  
3. 出席者 
attendance 

Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

フィリピンの交通分野における ADB の取組み 

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) 高木より今回の JICA 技術協力の趣旨を説明。 

(2) ADB は現在ダバオの都市交通調査を実施中である。BRT の計画を策定。 

(3) 新たなプロジェクトの計画は今のところない。 

(4) DOTC のキャパシティについては ADB としても懸念しているところで、JICA のプロジェク

トは意義のあるものと考える。但し、現在の陣容でデータベースの管理や効果的な利用が出

来るのか不安がある。NCTS などの機関との連携が必要ではないか。 

(5) JICA のプロジェクトが正式に決まれば、ADB にもそのコピー（RD）を送付してもらいたい。

今後のプロジェクトの参考にしたい。 

 
入手資料： なし 

以上 
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1. 日 時

Time 
March 2, 2011 14:00 – 14:30 

2. 場 所

Place 
MMDA 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Mr. Federico Castiuo (Engineer V, TEC-MMDA) 
Ms. Corazon R. Japson (DOTC, Road Planning)  3. 出席者 

attendance 
Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

MMDA の活動内容  

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) TEC－MMDA では、マニラ首都圏の主要道路の交通管理業務を行っている。約 400 箇所の交

通量を年 4 回観測している。（観測はマニュアル） 

(2) 交通量観測の他、主要道路においては旅行時間調査を年 2 回の割合で実施している。 

(3) 交通管理計画のために、シミュレーションソフトの VISSIM を利用している。交差点やラウ

ンダーバート、U ターン路の検討などに利用している。現在、5 名のスタッフがソフトを使

える。 

(4) 交通需要予測についての知識は限られており、ソフトはない。 

（今日のアポは、計画部の部長（AGM - Assistant General Manager）に会う予定であったが、急

の会議でキャンセルになり TEC を視察した） 

 
入手資料： なし 

以上 
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1. 日 時

Time 
March 4, 2011 15:00 – 16:30 

2. 場 所

Place 
LRTA  

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Mr. Randale Orille (Operation Officer) 
Mr. Eduardo S. Labong (Transportation Operator) 
Mr. Waren C. Arzadon (Transportation Operator)  

3. 出席者 
attendance 

Japan Side 
日本側 

高木 

4. 主要議題 
 Topics  

LRTA の活動状況  

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) LRTA は、LRT1 号線と 2 号線の運行管理を行っている。 

(2) 駅に設置されている自動改札システムから各駅の乗降客数や駅間 OD などの情報が逐一収集

されている。 

(3) MIS（Management Information Service）が集計し月報を策定している。（サンプルをメイル

にて後日送付する） 

(4) 月報は内部で活用しているが、DOTC には提出していない。要求があれば提出している。 

(5) データは、月々のモニタリングと容量分析等に利用している。 

(6) 現在、共通チケットの導入に取り組んでいるところである。また、現在 JICA の方で 2 号線

の延伸について検討している。 

(7) 計画能力について、需要予測なども行っているが過去のデータから得られる伸び率を使って

簡便的に予測している程度で、配分モデルなどを使った予測はしていない。今のところ、予

測のためのソフトは必要と考えていない。 

 

 
入手資料： なし 

以上 
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Records of Meeting 
1. 日 時

Time 
March 8, 2011 10:20 – 10:40 

2. 場 所

Place 
DPWH 

Philippine 

Side  
フィリピン側 

Mr. Melvin B. Navarro (Director, Development Planning Division, 
Planning Service) 

Ms. Carolina Canuel (Officer-In-Charge, Development Planning 
Division, Planning Service) 

Mr. Kazumasa Atarashi (Road Planning & Management Advisor from 
JICA) 

Mr. Takeshi Shimada (DOTC advisor from JICA) 
Ms. Corazon R. Japson (DOTC, Road Planning)  

3. 出席者 
attendance 

Japan Side 
日本側 

川原、船場、高木、今井 

4. 主要議題 
 Topics  

プロジェクト内容の説明と MM 署名式について 

5. 協議内容 Summary of the Meeting 

(1) 概要説明 

調査団より調査目的、プロジェクト内容の説明後、CP として DPWH がプロジェクトに参画する

意向があることが確認された。 

 

(2) 交通調査の費用負担について 

プロジェクトで実施予定の PT 調査において、JICA 側の費用負担とともに、CP として、DOTC
と DPWH から調査費負担があること、および DOTC からのコミットメントが得られることを確

認した。 

 

(3) 交通データベースの共有化について 

プロジェクトで構築されるデータベースを DOTC と DPWH で共有するため、STRADA が DPWH
に供与される可能性がある旨、調査団から伝達した。DPWH はデータ共有化によって道路計画に

データを有効活用できることから、DOTC と DPWH 相互の情報共有化が図られることに関し、

歓迎している旨の説明があった。 

 
(4) MM 署名について 

3 月 9 日（水）14 時から DOTC にて関係者協議後の MM 署名式があるため、DPWH からのサイ

ナーが出席することが確認された。 

入手資料： なし 
以上 

－118－































Li
st

 o
f L

oc
al

 R
es

ou
rc

es
 (C

on
su

lta
nt

s 
an

d 
In

st
itu

te
s)

 fo
r T

ra
ffi

c 
S

ur
ve

y 
an

d 
Tr

an
sp

or
t S

tu
dy

 

 Na
me

 of
 C

om
pa

ny
/In

sti
tut

e 
Ad

dr
es

s, 
Te

l N
o, 

Co
nta

ct 
pe

rso
n 

Ye
ar

 of
 

es
tab

lis
hm

en
t 

Pa
id-

up
 

Ca
pit

al 
No

. S
taf

f b
y 

pr
ofe

ss
ion

i  
Ma

jor
 P

ro
jec

t in
vo

lve
d (

5 p
ro

jec
ts)

 

1 
Lic

he
l T

ec
hn

olo
gie

s, 
In

c. 
 

Ms
. R

ac
he

l A
. V

as
qu

ez
 

Ma
na

gin
g D

ire
cto

r 
Lic

he
l T

ec
hn

olo
gie

s, 
In

c. 
80

7 O
ne

 C
or

po
ra

te 
Ce

nte
r 

Do
na

 J
uli

a 
Va

rg
as

 A
ve

., 
Pa

sig
 

Ci
ty 

 Te
l. N

o. 
(6

23
) 6

33
-0

09
4 

Em
ail

: 
lic

he
lte

ch
@

pa
ci

fic
.n

et
.p

h

- ht
tp

://
lic

he
lte

ch
no

lo
gi

es
.c

om
/a

bo
ut

.h
t

m
l  

 
Ke

y 
P

er
so

nn
el

: 6
As

so
ci

at
e 

C
on

su
lta

nt
s:

 2
4 

ht
tp

://
lic

he
lte

ch
n

ol
og

ie
s.

co
m

  

 
En

vi
ro

nm
en

ta
l B

as
el

in
e 

R
ep

or
t f

or
 th

e 
Fe

as
ib

ili
ty

 
St

ud
y 

an
d 

Im
pl

em
en

ta
tio

n 
Su

pp
or

t o
f t

he
 

C
av

ite
-L

ag
un

a 
(C

AL
A)

 E
as

t-W
es

t N
at

io
na

l R
oa

d 
Pr

oj
ec

t 
 

C
on

du
ct

 o
f S

oc
ia

l S
tu

dy
 fo

r t
he

 F
ea

si
bi

lit
y 

St
ud

y 
an

d 
Im

pl
em

en
ta

tio
n 

S
up

po
rt 

on
 th

e 
C

av
ite

-L
ag

un
a 

(C
AL

A)
 E

as
t-W

es
t N

at
io

na
l R

oa
d 

 
En

vi
ro

nm
en

ta
l C

om
po

ne
nt

 o
f t

he
 C

en
tra

l M
in

da
na

o 
R

oa
d 

Pr
oj

ec
t 

ht
tp

://
lic

he
lte

ch
no

lo
gi

es
.c

om
/p

ro
je

ct
s.

ht
m

l 
2 

DE
MC

OR
, In

c. 
 

En
gr.

 A
lex

 R
am

ire
z 

Di
re

cto
r 

DE
MC

OR
, In

c. 
37

 K
ala

ya
an

 A
ve

., Q
ue

zo
n 

Ci
ty

 Te
l: (

63
2)

 42
6-

94
13

 
Em

ail
: 

de
m

co
r_

in
c@

ya
ho

o.
co

m
 

19
87

 
 

Ke
y 

P
er

so
nn

el
: 

42
 

Su
pp

or
t S

ta
ff:

 5
1

A
dm

in
is

tra
tiv

e:
 

30
 

 
M

et
ro

 M
an

ila
 S

tra
te

gi
c 

M
as

s 
R

ai
l T

ra
ns

it 
D

ev
el

op
m

en
t (

Li
ne

 2
) P

ro
je

ct
 

 
So

ut
h 

Lu
zo

n 
Ex

pr
es

sw
ay

 E
xt

en
si

on
 P

ro
je

ct
(S

ou
th

er
n 

Ta
ga

lo
g 

Ac
ce

ss
 R

oa
d 

Pr
oj

ec
t 

 
R

ur
al

 R
oa

ds
 N

et
w

or
k 

D
ev

el
op

m
en

t P
ro

je
ct

 I/
(R

oa
ds

 
an

d 
Br

id
ge

s)
 

 
M

et
ro

 C
eb

u 
La

nd
 U

se
 a

nd
 T

ra
ffi

c 
M

an
ag

em
en

t S
tu

dy
 

 
C

eb
u 

/ L
R

T 
Pr

oj
ec

t 
3 

SC
HE

M
A 

Ko
ns

ult
, In

c. 
 

M
r. 

M
an

ol
o 

D
ad

or
 

Vi
ce

 P
re

sid
en

t 
7/F

 JM
T 

Co
rp

or
ate

 
Co

nd
om

ini
um

  
AD

B 
Av

e.,
 O

rtig
as

 C
en

ter
, 

Pa
sig

 C
ity

 
Te

l: (
63

2)
 63

1-
16

91
 / 6

32
-0

74
0 

M
r. 

M
an

ol
o 

D
ad

or
 

Vi
ce

 P
re

si
de

nt
  

sc
he

m
a@

sc
he

m
ak

on
su

lt.
co

m
  

19
87

 
ht

tp
://

w
w

w.
s

ch
em

ak
on

su
lt.

co
m

/a
bo

ut
_u

s 

 
Pr

in
ci

pa
ls

: 1
1 

As
so

ci
at

es
: 5

 
C

or
po

ra
te

 
O

ffi
ce

rs
: 2

5 
 

ht
tp

://
w

w
w.

sc
he

m
ak

on
su

lt.
co

m
/p

ag
es

/v
ie

w
/1

9/
pr

i
nc

ip
al

s 
 

 
Ph

ili
pp

in
e-

Ja
pa

n 
Fr

ie
nd

sh
ip

 H
ig

hw
ay

, M
in

da
na

o 
Se

ct
io

n 
R

eh
ab

ili
ta

tio
n 

Pr
oj

ec
t 

 
M

et
ro

 M
an

ila
 L

ig
ht

 R
ai

l T
ra

ns
it 

(L
in

e 
2)

 P
ro

je
ct

 
 

Lr
t L

in
e 

1 
C

ap
ac

ity
 E

xp
an

si
on

 P
ro

je
ct

 
 

Fe
as

ib
ili

ty
 o

f L
R

T 
Li

ne
 5

 P
ro

je
ct

 
 

M
as

s 
Tr

an
si

t S
ys

te
m

 fo
r M

et
ro

 C
eb

u 
ht

tp
://

w
w

w.
sc

he
m

ak
on

su
lt.

co
m

/p
ro

je
ct

s 
 

4 
Fil

ipi
na

s D
ra

vo
 

Co
rp

or
ati

on
 

 

Co
l. C

ris
os

tom
o 

S.
 R

am
os

 
(R

et.
) 

 
Vi

ce
 P

re
sid

en
t –

 O
pe

ra
tio

ns
 

5th
 F

loo
r. A

ur
or

a M
ILE

ST
ON

E 
Bl

dg
. 

19
79

 
ht

tp
://

w
w

w.
fil

dr
av

o.
co

m
/a

b
ou

t.h
tm

l  

 
Bo

ar
d 

of
 

D
ire

ct
or

s:
 3

 
C

om
pa

ny
 

O
ffi

ce
rs

: 8
 

 
Su

bi
c-

C
la

rk
-T

ar
la

c 
Ex

pr
es

sw
ay

 P
ro

je
ct

 
 

M
et

ro
 C

eb
u 

 
D

ev
el

op
m

en
t P

ro
je

ct
, P

ha
se

 Ii
i 

 
N

or
th

 a
nd

 S
ou

th
 L

uz
on

 E
xp

re
ss

w
ay

 E
xt

en
si

on
 

－133－

　　＜５－３＞



Na
me

 of
 C

om
pa

ny
/In

sti
tut

e 
Ad

dr
es

s, 
Te

l N
o, 

Co
nta

ct 
pe

rso
n 

Ye
ar

 of
 

es
tab

lis
hm

en
t 

Pa
id-

up
 

Ca
pit

al 
No

. S
taf

f b
y 

pr
ofe

ss
ion

i  
Ma

jor
 P

ro
jec

t in
vo

lve
d (

5 p
ro

jec
ts)

 

10
45

 A
ur

or
a B

lvd
., 

Qu
ez

on
 C

ity
Te

l: (
63

2)
 42

1-
25

71
 to

 77
 

Fa
x: 

(6
32

) 4
21

-2
43

1 
EM

AI
L: 

fild
ra

vo
@

iya
ho

o.c
om

 
W

EB
 S

IT
E:

 w
ww

.fil
dr

av
o.c

om
  

ht
tp

://
w

w
w.

fil
dr

av
o.

co
m

/a
bo

ut
_d

ir
_o

ff.
ht

m
l  

 
AD

b 
Fi

fth
 R

oa
d 

Im
pr

ov
em

en
t P

ro
je

ct
s 

P
ac

ka
ge

s 
 

Li
gt

h 
R

ai
l T

ra
ns

it 
S

ys
te

m
s 

Ba
cl

ar
an

 to
 M

on
um

en
to

 
ht

tp
://

w
w

w.
fil

dr
av

o.
co

m
/p

ro
je

ct
s.

ht
m

l 
 

5 
Tr

an
sp

or
t a

nd
 Tr

aff
ic 

Pl
an

ne
rs 

(T
TP

I) 
Inc

. 
 

Na
bo

r C
. G

av
iol

a 
Pr

es
ide

nt 
mo

bil
e: 

09
17

 59
6 3

29
3 

 
em

ail
: n

ab
ga

vio
la@

ya
ho

o.
co

m 
Rm

 41
0 J

&F
 D

ivi
no

 A
rca

de
, 

96
1 A

ur
or

a B
lvd

, C
ub

ao
  

Qu
ez

on
 C

ity
, P

hil
ipp

ine
s 

Te
lef

ax
:+

(6
32

) 9
95

 83
11

 
Te

lep
ho

ne
: +

 (6
32

) 4
90

 61
04

  
Em

ail
:ttp

i20
03

@
ya

ho
o.c

om
  

20
03

 
ht

tp
://

w
w

w.
ttp

ip
h.

co
m

/C
om

pa
ny

Pr
of

ile
.a

sp
x 

 
Pr

in
ci

pa
ls

: 2
 

Bo
ar

d 
of

 
D

ire
ct

or
s:

 1
2 

As
so

ci
at

es
 

C
on

su
lta

nt
s:

 5
 

ht
tp

://
w

w
w.

ttp
ip

h.
co

m
/B

oa
rd

O
fD

ir
ec

to
rs

.a
sp

x 
 

 
Pu

bl
ic

-P
riv

at
e 

Pa
rtn

er
sh

ip
 (P

P
P)

 P
ro

je
ct

 F
or

m
ul

at
io

n 
 

D
ev

el
op

m
en

t o
f a

 C
om

pr
eh

en
si

ve
 M

as
te

r P
la

n 
fo

r t
he

 
Q

ue
zo

n 
C

ity
 C

en
tra

l B
us

in
es

s 
D

is
tri

ct
  

 
Fo

rm
ul

at
in

g 
a 

N
at

io
na

l T
ra

ns
po

rt 
P

la
n 

in
 th

e 
Ph

ili
pp

in
es

 P
ro

je
ct

  
 

JI
C

A 
St

ud
y 

on
 M

as
te

rp
la

n 
fo

r H
ig

h 
St

an
da

rd
 H

ig
hw

ay
 

N
et

w
or

k 
D

ev
el

op
m

en
t 

 
M

eg
a 

M
an

ila
 P

ub
lic

 T
ra

ns
po

rt 
St

ud
y 

6 
UP

 N
ati

on
al 

Ce
nte

r f
or

 
Tr

an
sp

or
tat

ion
 S

tud
ies

 
(N

CT
S)

 

Dr
. J

os
e R

eg
in 

F. 
Re

gid
or

 
Di

re
cto

r /
 A

ffil
iat

e F
ac

ult
y (

CO
E)

Ap
ac

ibl
e 

St
., 

UP
 

Di
lim

an
, 

Qu
ez

on
 C

ity
 

Ad
dr

es
s 

up
.nc

ts@
gm

ail
.co

m 
 

Em
ail

 A
dd

re
ss

 
 (6

3-
2)

 98
1-

85
00

 
U.

P. 
Tr

un
kli

ne
 

35
51

, 3
55

2, 
35

53
 

VO
IP

 
 

htt
p:/

/nc
ts.

up
d.e

du
.ph

/m
ain

/ab
o

ut-
us

  

 
Di

re
cto

ria
l: 1

  
Ur

ba
n a

nd
 R

eg
ion

al 
Sy

ste
ms

 A
na

lys
is 

(U
RS

A)
 / 

Tr
an

sp
or

tat
ion

 an
d 

the
 E

nv
iro

nm
en

t 
(T

&E
) G

ro
up

: 9
  

Tr
aff

ic 
En

gin
ee

rin
g 

an
d M

an
ag

em
en

t 
(T

EM
) /

 
Tr

an
sp

or
tat

ion
 

Pl
an

nin
g (

TP
) 

Gr
ou

p: 
10

 
 N

ati
on

al 
Ce

nte
r f

or
 

Tr
an

sp
or

tat
ion

 
St

ud
ies

 F
ou

nd
ati

on
 

Inc
. (

NC
TS

FI
): 

1 

htt
p:/

/nc
ts.

up
d.e

du
.ph

/m
ain

/in
de

x.p
hp

?s
tar

t=
10

  

    
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
    

   
   

  
i  P

ro
fe

ss
io

n:
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

(C
E)

, T
ra

ns
po

rt
 P

la
nn

er
(T

P)
, T

ra
ffi

c E
ng

in
ee

r(
TE

), 
Co

m
pu

te
r S

ys
te

m
 E

ng
in

ee
r(

CS
E)

, T
ra

ffi
c S

ur
ve

y 
In

st
ru

ct
or

(T
SI

) 
 

－134－



収集資料リスト 

 
No 資料名 発行者（年） 形態 
01 フィリピン国マニラ首都圏総合都市交通改善計画調査

報告書（MMUTIS） 

JICA 社会開発部 

(1999 年 3 月) 

電子データ

02 Mega Manila Public Transport Study（MMPTS） JICA フィリピン事務所 

(2007 年 4 月) 

電子データ

03 フィリピン国高規格道路網開発マスタープラン 最終

報告書 

JICA 社会開発部 

(2010 年 7 月） 

電子データ

04 Development of Mega Manila Public Transport Planning 

Support System (MMPTPSS)(Inception, Progress) 

NCTS  

(2011 年 1 月) 

電子データ

05 LRT2 延伸計画 

(1) フィリピン・マニラ LRT2 号線延伸計画に係る調

査報告書（LRT2METI） 

(2) LRT2_Briefing  

(3) LRT2_Draft ICR 

(1) 経済産業省 

(2010 年 3 月) 

(2) JICA（2011 年 2 月） 

(3) JICA（2011 年 2 月） 

電子データ

06 Ridership Study for the Line 1 South Extension Project as 

Integrated with Line 3 

TTPI 

(2011 年 2 月) 

電子データ

07 DPWH Traffic and GIS Data 

(1) 2009 DPWH ATRAS 

(2) AADT CY 2010 for Philippines Final 

(3) DPWH Presentation to GIS 

(4) DPWH NRTSP 2010 Summary Traffic Data 

(5) DPWH Road Safety Database FY 2011 

(6) Inter-Agency Mapping Presentation 

DPWH 電子データ

08 JICA Baseline Study MMDA-MMUTIS JICA Philippines 

2005 年 3 月 

電子データ

09 NTP Study (AusAID) 

RA008-01 Developing a Methodology and Framework for 

National Transport Policy and Planning 他 

AusAID 2010 年 3 月他 電子データ

10 PPP 関連資料 

(1) DOTC Transportation Infra PPP 

(2) MM Decongesting Map 

(3) PPP Project 

(4) Updates on DOTC PPP Projects 

DOTC 電子データ

11 MVUC 関連資料 

(1) DO_005_S2011 MVUC 

(2) LTO Revenue Collection MVUC 

(3) Report on the Sectroal Performance Audit of MVUC 

(4) Republic Act No.8794(MVUC) 

(5) 運輸政策研究所報告 

DOTC 他 電子データ

12 PNR 資料 

(1) PNR Order of the Day 

(2) PNR Passenger Report 

(3) PNR Train Summary 

(4) Tutuban Center Map New and Old 

PNR 電子データ
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No 資料名 発行者（年） 形態 
13 Rail Transport (MRT-7, LRTA)資料 

(1) LRTA Available Data 

(2) MRT-7 

(3) Rail Present Situation 

DOTC 電子データ

14 交通調査・人口 

(1) Manila City Cordonline Survey Station 

(2) Manila City Screenline Survey Station 

(3) MMUTIS Population 1995 to 2007 

(4) MMUTIS Survey Location Maps 

(5) MMUTIS Survey 

(6) Population 1995 to 2007 

(7) Population Projection by Region  

(8) Population Projections by Region by Province 

(9) Study Area(City of Manila, MM,MMUTIS) 

MMUTIS report/ 

Population Census 

電子データ

15 CP 組織図（DOTC、DPWH、NCTS） Study Team 電子データ

16 Software Brochure, Quatation Study Team 電子データ

1 MMUTIS User List Feb14 2011 NCTS 電子データ

2 MTPDP 2010-2016(Draft) DOTC 電子データ

3 DOTC First 100 days DOTC 電子データ

4 DOTC Agency Statistics DOTC 電子データ

5 DOTC News_ Media Scan DOTC 電子データ

6 DOTC 予算 2011 for Infra Project DOTC 電子データ

7 DOTC 組織改革 No. 2011-08 DOTC 電子データ

8 LTFRB Briefing kit LTFRB 電子データ

9 Draft EO on NTP Feb14 2011 AusAID 電子データ

10 MM(Metro Manila) Existing Road Network  MMDA 電子データ

11 MMDA-TEC Traffic Flow Map 2003 MMDA 電子データ

12 MMDA-Regional Development Council –NCR MMDA 電子データ

13 Philippine Geopotal -1Nation, 1 Map Project DOTC 電子データ

14 PG IATFGI 28Feb2011 DOTC 電子データ

15 MMUTRIP ICR Mission Aide Memo WB 電子データ
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